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9.	
 	
 研究実績の概要	
 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した	
 
「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立	
 
情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。	
 

	
 DNAメチル化は、エピジェネティックな遺伝子発現抑制機構の主原因として動植物を問わず広

く知られているが、これまで遺伝子発現との関連が指摘されているメチル化の多くは、5’プロ

モーター領域周辺に限局しているものや、セントロメア周辺領域のようにリピート配列全体にわ

たって高頻度に分布している事例であり、遺伝子コード領域内に存在するDNAメチル化（bodyメ

チル化）の遺伝子発現への関与は不明である。本研究では、シロイヌナズナゲノムタイリングア

レイと次世代シークエンサーを使って発生、分化に関わるDNAメチル化と遺伝子発現を網羅的か

つ包括的に解析することで、植物におけるbodyメチル化の役割・機構を明らかにする。	
 

	
 平成22年度は、花序組織におけるsmall	
 RNAを次世代シークエンサーで解析したところ、10029

遺伝子に対してセンス方向、7739遺伝子に対してアンチセンス方向に転写されているsmall	
 RNA

が存在した。そこで平成21年度に調べた花序特異的なbodyメチル化に連動して遺伝子発現の変動

が見られた1遺伝子におけるメチル化部位とsmall	
 RNA配列との関連を調べたところ、メチル化部

位と一致する配列が見つかった。当該遺伝子は、隣接するレトロトランスポゾン配列に花序特異

的なbodyメチル化が見られることで、その遺伝子の発現が見られる一方、維持型DNAメチル化酵

素欠損株であるmet1変異株の花序では、レトロトランスポゾンのメチル化が見られず、当該遺伝

子の発現も見られない。当該配列は、葯組織で発現している一方、実生組織由来のsmall	
 RNAラ

イブラリーからは検出されなかったことから、上記花序特異的なレトロトランスポゾンのbody

メチル化は、葯で発現するsmall	
 RNAによって引き起こされている可能性が考えられた。	
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